
スイスのライナッハにある研修・試験センターで、改造を終えたAMP 30 Sによって製造されたカム。
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本号では、Hotmatic AMP 70 XL 
HFEの複雑な運転立ち上げ作業をご
紹介いたします。ドイツを拠点とする
企業グループ、Schaeffl erの傘下に
ある製品ブランド、INAの工場がス
ロバキアのキシュッツェにあり、この
マシンが各種の部品を製造しています。

また、本年は、さらに中華人民共和国において第1号機となる
Hotmatic HM 35を立ち上げ、成功裡に完了しました。最新世
代となるこのマシンは、欧州、インド、日本、そして韓国にも導入
されているものです。

Hotmatic HM 45は、第1号機が製造過程にあります。これまで
に差し上げたご案内で、ご存知の方もおられるかと思いますが、こ
のマシンは、Hotmatic HM 35で成果が実証されたコンセプトを
ベースにしています。言わば、Hotmatic HM 35を兄とするマシ
ンであります。HM 35とHM 45をまとめたパンフレットを新たに
用意しておりますので、詳細はそのパンフレットをご覧いただきた
く存じます。

また、本号では、より積極的に攻勢を本格化させたマーケティン
グ活動を振り返ります。モスクワで開催されたシンポジウムに始ま
り、日本、中国、ブラジルでの見本市や展示会、Hateburのお客
様のためのトレーニングに至る情報をお届けします。

その他、カスタマーサービス部門で働く、Hateburの従業員もご
紹介いたします。私たちHateburにとっても、Hateburのお客様
にとっても、この部門はきわめて重要な役割を果たし、サービス
規模の拡大を見込んでいる将来においても、その意義は益々大き
くなっていくでしょう。

そして、弊社人事のお知らせです。トマス・クリストッフェルは、
2013年10月1日付けでマーケティング・営業部門の部門長に任
ぜられ、それに伴い、Hateburマシンのグローバルセールス担当
責任者を務めることになりました。

今後の動きに目を向けますと、線材、ケーブル、管材の国際産業
見本市、WIRE/TUBEが、例年どおり来年4月にドイツ、デュッ
セルドルフで開催されます。この見本市で、Hateburは、新型冷
間フォーマーを披露する予定です。経済性を重視したコンセプト
でご来場の方々を驚かせたいと思っています。

それでは、皆様が一年を実り多いものとして締めくくられ、年末
年始の休日をゆっくりお過ごしになれますようお祈りいたします。
ウルス・チュディン
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年末年始は心弾む休日に、そして、 
2014年も成果著しい年でありますように ━  
皆様のご愛顧に深く感謝申し上げます。
これまでの友好的な協力関係に感謝するとともに、今後もこの素晴らしい関係を継続させていただけるよう
お願い申し上げます。皆様が素晴らしい年末休暇を過ごされ、そして幸多き新年を迎えられるようお祈りいた
します。

2014年も、常に皆様とともに過ごし、多少なりとも私たちの母国を紹介させていただきたいという思いから、
Hateburより、スイスの風景で綴った壁掛けカレンダーをお届けいたします。このカレンダーは、これまで同
様、ご利用の代理店を通じてか、もしくは郵送にて12月にお手元へお送りいたします。

超低コストで、あらゆる種類の精密鍛造部品の生産を可能にする超高速熱間フォーマーHM 35、そして
HM 45。新しいパンフレットは、この両マシンの詳細を掲載しています。HM 35とHM 45は、トランスファー
とラムガイドの作動精度を極限まで高めるとともに、ショット数における金型工具寿命を延ばしています。新
しいパンフレットは、ドイツ語、英語、中国語、日本語、そしてロシア語で用意しています。

HOTMATIC HM 35/HM 45 ━  
熱間フォーマー 2機種をまとめた 
新版のパンフレットを制作

弊社人事のお知らせ ━  
マーケティング・営業の新任部門長

トマス・クリストッフェルは、2013年10月1日付で、Hateburマシンのグローバルセールス担当責任者を
務めることになり、並行して、マーケティング・営業部門の部門長に昇格いたしました。

トマス・クリストッフェルは、Hateburでの勤続15年。彼は、これまで栄進の道を歩む中で、技術、販売、ビ
ジネス開発の各部門で経験を積み重ね、そのキャリアを広げることができました。Hateburにおいて、積
極的に職務に励む姿勢には並々ならぬものがあり、先頃、スイスのザンクト・ガレン大学でエグゼクティブ
MBA（社会人向け経営学修士）の課程を修了したことにもその努力が現れています。
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世界規模で事業を展開している企業グループの
Schaeffler Technologies AG & Co. KG は、 転
がり軸受のメーカーとして世界をリードし、自動車
工業界へのサプライヤーとして高く評価されていま
す。世界各地で働く従業員の総数は76,000名を超
え（そのうち、29,800名がドイツ国内）、2012年
の年間の売上げは、約111億ユーロに達しています。
また、Schaefflerは INA、LuK、FAGの各ブランド
のもとで精密部品の開発と製造に従事し、その用途
は、マシン、プラント、自動車、さらには航空機や宇
宙船に至るまで、それらの内部にあって作動するも
ののすべてに及んでいます。

Schaefflerは世界180ヶ所、50ヶ国を超える国々
に事業所を持ち、製造事業所、研究開発拠点、販
売点、フィールドエンジニアオフィス、研修センター
で構成するグローバルネットワークを築きあげてい
ます。

FAG社の創業は、1883年、シュヴァインフルトの地
においてでした。当時、創業者のフリードリヒ・フィッ
シャーは、シュヴァインフルトでボールミルの設計に
携わり、そのボールミルを使って、史上初となる、機
械加工による鋼球の高精度大量生産に成功したの
です。転がり軸受工業は、シュヴァインフルトを足
がかりに世界へ進出、次々と成果を挙げました。こ
のフィッシャーのアイデアは、転がり軸受工業の歴
史的な第1歩とされています。2001年には、INA-
Holding Schaeffler KGが、シュヴァインフルトの
FAG Kugelfischer Georg Schäfer AGを傘下に
おさめました。INAとFAGによる世界第2の転がり
軸受メーカーが誕生したのです。

現地法人のキシュッツェ工場
1999年、スロバキアで INA Kysuce, a.sが設立さ
れました。公式の開業はその1年後。工場は、2007
年までにさらに建設工程を重ね、拡張されています。

現在、Schaeffler AGは、持株会社としての機能
を果たしています。事業部は、100％出資子会社の
Schaeffler Technologies AG & Co. KGの下で
運営されています。この事業部は、自動車部門と工
業部門の2部門から構成され、この両部門を本部の
研究開発、製造、購買、人事、財務の各事業部が支
えています。Schaefflerの鍛造加工事業所は、世界
各地に分散していますが、製品ラインでは、鍛造品
で一本化されています。

Schaef�er、スロバキア・キシュツェ工場向けのAMP 70 XL ━  
フレキシビリティーの向上と品質保証

 へーイングハウス博士、Schaeffler & Hatebur    Schaeffler & Hatebur

Schaef�erは、スロバキアはキシュッツェの工場で、Hatebur Hotmatic AMP 70 XL HFEを使って月あたり120万個の部品
を製造しています。ご発注をいただいてから、10ヶ月後には、新築の工場建屋内で生産が始まっていました。3交替シフトによる操業
はまもなく1年を迎えようとしており、この鍛造加工工場の生産能力は、そのフレキシビリティーの改善とともに増大を続けています。

「 Schaef�erは、Hateburによる調整が 

行き届いた作業とスタッフのモチベーションの高さに 

大変、満足しています」

Schaeffler、アレグザンダー・プッツ博士
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「 Schaef�erは、Hateburによる調整が 

行き届いた作業とスタッフのモチベーションの高さに 

大変、満足しています」

Schaeffler、アレグザンダー・プッツ博士 ポートフォリオの製品数は225'000
売上高のおよその60％を占める最重要顧客が自動
車産業界の顧客です。その中には、世界にその名を
知られている自動車メーカーとサプライヤーのすべ
てが含まれています。

工業部門は、市場に直結した世界規模の組織を通
して転がり軸受／すべり軸受のソリューション、そし
てリニアアクチュエータ／ダイレクトドライブの技術
を INA、FAGのブランド名で提供しています。その
製品ポートフォリオが網羅する製品は、225 000種。
mmサイズの超小型軸受から外径が数mもある巨
大軸受まで多種多様です。工業部門の一角、「航空宇
宙」グループでは、航空機、ヘリコプター、ロケット 

の推進装置用の高精度の軸受を製造しています。高
精度の軸受を組み込むことで、製品は完全なものと
なります。

ノウハウの共有と有効利用
Hateburとの協力関係は50年以上続いており、ス
イスからのフォーマーの購入は、その連携がこの
先どれほどの年月続いてくかを示すものとなりまし
た。HateburのHotmatic AMP 70がドイツのシュ
ヴァインフルトにある工場に導入されたのは、1964
年でした。スロバキアのキシュッツェ工場用として
新たにAMP 70 XL HFEを購入いただいたこと
で、2013年初頭には、生産対応力が高まり、フレキ
シビリティーがさらに広くなったほか、品質保証の 

スロバキア・キシュッツェ、Schaefflerの工場（写真：Schaeffler撮影）
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精度も向上しています。また、2台目のフォーマー
を同じ仕様で導入することで、金型工具、材料、ス
ペアパーツ、さらに必要であれば、作業員の確保に
おいて、マシン間の互換性が保てるというメリット
が得られます。その意味から、初期の打ち合わせで
設備や治工具（金型工具一式、ダイブロック、フィー
ドローラー、パンチホルダー、グリッパー、その他
の詳細部品）の入念な検討が行われたのも当然で
あったと言えます。

勤勉なヘビー級選手
Schaeffler、ひいては、鍛造部品の製品ラインでは、
AMP 20SからAMP 70 XL HFEに至るHatebur
マシンが、Hatebur以外の機械設備会社やフォー
マーメーカーの機械と相並んで稼動しています。そ
うした中、Hotmatic AMP 70 XL HFEにあらた
めて投資いただけたのは、Hotmatic AMP 70で
数々の優れたノウハウを蓄積していたということが
決め手になりました。

このマシンは、重量180トン、長さは12メートルを
上回り、幅は7メートルを超えて、高さは約4.5m
に及びます。切断工程と4段の成形工程を備え、直
径165 mm以下、投入重量5.0 kg以下の材料であ
れば、精密鍛造部品用として申し分なく使用できま
す。このマシンで加工されているのは、加工の難易
度が高い軸受鋼です。

AMP 70 XL HFEに投資いただいた時点で、キ
シュッツェにあるSchaefflerの工場は、鍛造加工の
事業所として操業していました。事業所建設の選択
は、対応業種の構成比率に大きく左右されます。ス
ロバキアでの製造は、乗用車向けの部品がメインで、
その部品は、例えば、ホイールベアリングの安全に
かかわる機能を請け負うものです。

Schaefflerでは、横型多段鍛造マシンの教育訓
練カリキュラムを整え、従業員のマシンに関するノ
ウハウを深めています。さらに運転立ち上げの際、
Hateburの主任サービスエンジニアの1名がオペ
レータやメンテナンススタッフのサポートにあたっ
ています。

クレーンのオペレータが基礎の上にHateburマシンをホイスティング。 

正確な位置と姿勢の調整を数人のスタッフが担当。

新造の建屋内で、AMP 70 XL用の基礎を準備
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厳しいタイムスケジュール
このプロジェクト最大の課題は、発注から生産開始
までの期間が10ヶ月（工場建屋の増築とインフラ
整備を含む）だったということでした。最初の構想か
らマシンの購入まで、プロジェクトに先行する3ヵ月
はその開始からきわめて骨の折れる期間でした。無
事、実現に漕ぎ着けたのはひとえに、関係者全員の
緊密な共同作業があったからこそです。

プロジェクト責任者一同が、運搬業者と据付の専門
家を伴なってキシュッツェ事業所を下見に訪れたの
は、2012年6月でした。そして、その6月下旬には、
Schaefflerの責任者一行をスイス、クリエンスの
組立工場（Hatebur外注先のANDRITZ HYDRO 
AG社）に招き、予備検収をお願いしました。この予
備検収では各種のチェックに重点が置かれ、設備の
要求仕様書に基づいた性能特性のチェック、マシン
が不備なく適確に製作されていることの確認に加え、
同梱される設備や部品の目視点検が含まれていま
した。

スイスでのマシン積み込みが8月6日。スロバキア
の工場到着が、2012年8月14日。到着後、クレー
ンによる荷下ろし作業が行われました。組立てと運
転立ち上げの作業は、Hateburのサービススタッ
フが8月から11月までの期間を費やして進めました。
そして9月中旬には、最初のPower on！の声が聞
かれています。運転立ち上げまでの期間を短縮する
合意目標のもと、2012年10月22日、加熱されたバー
材の最初の1本を切断して、この目標達成を確認し
たのです。運転立ち上げにはHateburのサービス
エンジニア3名と電気技師1名がこの目標達成に貢
献していますが、Schaefflerの技能スタッフによる
支援に支えられていたことを忘れることはできませ
ん。この新規導入のマシンの検収には、加工チェッ
ク用として「ターレットリング」の部品を使用した離
型工程の試験を行い、2013年2月1日、200時間
の試運転を無事、完了いたしました。

しばらくの間、大規模な建設工事現場さながらとなった工場建屋。導入された重機の数々。

準備を完了し、組立てを待つ加熱炉と周辺設備

専用ケージを思わせるのは、防音キャビン据付の準備風景
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プロジェクトの成功
こうして、Schaefflerには、Hateburによる調整が
行き届いた作業とスタッフのモチベーションの高さ
を評価いただきました。導入プロジェクトの完了か
ら1年が経過しようとしていますが、マシンは3交替
シフトで運用され、高精度、均質の鍛造部品が卓越
した品質で生産されています。

工場のさらなる増築とHateburマシンの追加購入
は、需要の推移を確認して検討されることになりま
す。来年以降、鍛造品の市場では、材料やエネル
ギーの使用量を削減するなど、表には現れてこない
要素を活用していかなければならない年が続きます。
しかしながら、将来においても、巨大な成長市場を 

見込めるのが自動車向けの製品です。アジア諸国と
の競争で、コスト削減のプレッシャーは増大してい
ますが、同時にベンチマークの面ではメリットが見
込まれています。プロジェクトに先立つ試算によれ
ば、目標達成が、2014年／ 2015年のSchaeffler
にとっての重要なマイルストーンになります。

検査用コンベアベルト上の鍛造部品（ホイールベアリングのブランク品）（写真：Schaeffler撮影）

乗用車向けのホイールベアリング。ABS（アンチブロック 

ブレーキシステム）用のセンサーを内蔵し、安定性と安全性が 

さらに向上。（写真：Schaef�er撮影）
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教育と訓練は、Hateburのフォーマーを扱う専門ス
タッフを対象に、Hateburの経験豊富なトレーニ
ングコーチが講師を務めます。このトレーニングは、
Hateburのフォーマーを新規に購入いただいた場
合、もしくは据え付けに関連して受講いただけます
が、マシンに関する知識をブラッシュアップする目的
でも開講いたします。

申込みが多いトレーニングコースには、どんなもの
がありますか？

加工技術および金型の開発  
Hateburマシンの効率の良し悪しは、ひとえに金
型と適用する加工技術の質で決まります。そのため
Hateburの関心は、お客様の金型設計と加工技術
が最新の水準に維持されているかという点に向けら
れています。またそれゆえ、集中的なトレーニング
による知識の伝達が不可欠です。

マシンの整備とメンテナンス  
マシンのメンテナンスを事前に計画し、定期的に
行うことで、生産の中断や不必要な出費に対する
ひとつの防止策になります。お客様の現場か、ス
イスのライナッハにある研修センターを会場として、
Hateburの専門スタッフからご担当の従業員へのト
レーニングを行います。

マシンの操作  
設備の正確な操作は、通常の不具合を防ぐととも
に、短時間の必要操作習得を可能にし、ひいては効
率の改善、生産性の向上をもたらします。このトレー
ニングも、お客様の現場で実施します。据え付けが
完了していない小型マシンの場合は、Hateburライ
ナッハでのトレーニングをお申込みください。

電気設備  
ご担当のスタッフに不具合メッセージの内容を解説
し、電気設備の異常に対するトラブルシューティング
の手順を習得いただきます。

それぞれに異なる研修プログラムを、コースを受講
される方の必要に合わせて調整し、提供いたします。
詳細なご案内を差し上げますので、弊社カスタマー
サービスまでお問い合わせください。ご相談は、喜
んで承ります。  
電話：＋41 61 716 21 11 hatebur@hatebur.ch

HATEBURによるトレーニング ━  
プロフェッショナルが伝える専門知識

 +  クリスティーネ・シュタイナー

Hateburは、皆様のニーズと利用可能な経営資源に応じて柔軟に組み合わせるサービスパッケージを提供いたします。トレーニ
ングには設計、マシンの操作、メンテナンスの3コースがあり、1コースからの選択が可能なほか、それぞれに基礎コース、復習コー
ス、カスタマイズドコースが用意されています。

Hateburのトレーニングコーチ。左から右へ：オリビエ・リッター、レト・エルゼナー、 

ハインツ・シュトゥッツマン、ソティリオス・アンドリオポウロス。
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第2回 ロシア成形技術シンポジウム ━ 実際のマシンと設備

 クラウス・シュライナー    Hatebur

2年前、Hateburは、ロシアでの金属加工業向けの設備、装置、工具の見本市「Metalloobrabotka」で第1回
成形技術シンポジウムを開催し、鍛造加工業界の専門家に大きな反響を呼びました。今年の催しはその続編として、
ロシアにおけるHateburの積極的な市場攻勢を支援します。

ブラジル、ロシア、インド、中国は長年、自動車メー
カーの関心が向けられてきた地域であり、あらゆる
点で大きな需要を持つ販売市場です。自動車の需
要が伸び続ける根底には、人口の増加、そしてモビ
リティとより豊かな生活への願望があります。

近年、ロシアでは、欧州の自動車メーカーはもちろ
ん、アジア勢もロシアのOEM企業と提携を成立さ
せ、最新車をロシア市場に送り込めるようになって
います。市場への車両投入は、CKDとSKD（コンプ
リート・ノックダウンおよびセミノックダウン）の方
式で行われ、ロシアへの輸送後、ロシア国内の工場
で組立てられます。これは、スウェーデンの家具販
売店（IKEA）の方式を範とするものです。

現地生産の増大
ロシア政府は、製品製造にかかる生産額に対し、そ
の自国内での調達率を60％に引き上げることを決
めました。組立品メーカー（1次部品サプライヤー）
と部品メーカー（2次部品サプライヤー）の分を含
めることで、生産額は求められる60％に引き上げる
ことができます。

組立品メーカーの多くは、OEMメーカーの要請に
応じて、工業地帯にある自動車工場のごく近隣に
工場を建設しています。当初、生産されていたのは
単純な製品で、製造工程の管理が容易なものに限
定されていました。それがやがて、複数の分野を網
羅する専門知識を必要とする、バルク成形用フォー
マーのような複雑な製造工程が、冷間および熱間の
双方で導入されるようになり、その数も増え続けて
います。
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羅する専門知識を必要とする、バルク成形用フォー
マーのような複雑な製造工程が、冷間および熱間の
双方で導入されるようになり、その数も増え続けて
います。

ロシアで活発なHATEBUR
産業市場開拓のこの段階で重要なのは、市場で存
在感を示し、ロシアを本拠とする企業に、最新のマ
シンや、時代に即した製造ノウハウを紹介すること
です。

Hateburが成形技術とその上流、下流それぞれの
加工工程に関わるスポンサー企業7社を招いて、共
催の講演イベントを実施したのは2年前のことで
した。モスクワで開催された、マシン製造の見本市
「Metalloobrabotka」2013は、再び格好の機会
となりました。見本市会場のSky Hallは、天井屋根
がガラス張りのピラミッド型ホールで、会議場として
は理想的です。招待に応じて参集いただいた来客は
およそ100名。このイベントに寄せられた関心の高
さが分かります。

冒頭、パリに本部を置く自動車産業研究所Gerpisa
のステファーヌ・アイム博士が、ロシア自動車市場の
構成、生産台数、成長可能性の展望について講演さ
れました。またスポンサー各社が、「鍛造加工工業
用として実際に使用されるマシンと設備」と題して、
それぞれの顧客1社の協力を得て講演しました。

資料は、全プレゼンテーションの 

ダイジェスト版を収めたものが配布され、 

熱心にご覧いただきました。ご聴講の皆様に

お届けする最良の参考書です。

第2回ロシア成形技術シンポジウムに参加の方 （々美しい講演ホールSky Hallの前で）

ノウハウを持つロシアユーザー各社の講演
最新のマシンと加工工程を紹介するだけでなく、ロ
シア各社とそのスタッフがどのような使い方をして
いるを知っていただくことが講演の目的でした。理
論と実践を織り交ぜた内容が、聴講者に高く評価さ
れました。

講演イベントの後にも大切な時間がもたれました。
顔を合わせての個人的な面識を持ち、専門家として
のより深い対話を持つには、モスクワでのイブニン
グクルーズが最良の機会となりました。

イベント後の交流時間を含め、一連の催しとコミュ
ニケーションの場を企画しましたが、Hateburの伝
統行事となっていくよう、来年以降もこうした活動を
継続していく予定です。
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カスタマーサービス（ASK）は、販売およびプロジェ
クトの各段階が経過した後、つまり、保証期間満了
後のマシンに対応しますが、中には、2世代以上に
わたってこのサービスを必要としているマシンも多
くあります。サービス期間中は、アフターセールス・
カスタマーサービスのスタッフが、稼働中の設備に
関する疑問や問題すべてに対応する、窓口担当者と
して働きます。

国ごとに信頼される窓口担当者
カスタマーサービスは、世界の地域別に分れた部
門ですが、いちばん大きいのがドイツです。しかし
ながらこの数年間、アジア地域の顧客のための作業
量が増え続けており、Hateburがアジアの現地法
人の拡張に充てる投資額が増える一因となっていま
す。今年に入って春に3ヶ月、秋にも2ヶ月、日本と
タイの市場を担当するスタッフが子会社を支援する
目的で日本に滞在したのも自然なことでした。ただ、

ASKの作業量を販売担当地域別でみれば、アメリ
カ合衆国、ブラジル、インド、中国、韓国、イタリア、
スペイン、東欧も重要な位置を占めています。

HATEBURマシンによる製造をオールラウンドで 
サポート
お客様とHateburのASK部門が協同して作業を進
める際、常に最重要項目とするのが、生産開始の準
備を完了させることと生産性です。

もし、HATEBURのカスタマーサービスがなかったら･･･ ━  
想像もできないことです！

 ペトラ・ヘルプリンク    クリスティーネ・シュタイナー

アフターセールス・カスタマーサービス（ASK）は、世界各地でご愛顧いただいています。カスタマーサービスを構成する分野ごと
の担当者とそのリーダーのサポートがなかったとしたら、日々の生産量を一定に保ちながら、Hateburマシンを操業しつづけるこ
とは、まず想像できないのではないでしょうか。

スイス、ライナッハの 

研修・試験センターで

最新の技術を説明。 

韓国の代理店SQ 

Tech Corp.の社長、

ユー・ソン・ヨル氏（左）、

Habebur社トマス・ 

フライエルムート（右）
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この2点を実現するため、Hateburは、以下の各段
階において、ベストのサポートをいたします。

 – お客様のスタッフを対象とするトレーニング
 – マシンの点検
 – オーバーホールの計画
 – スペアパーツの供給
 – 操業中のマシンに突発的なトラブルが発生した
とき
 – 成形に関する問題、製造の方法や手段の解析
 – 金型への問題発生時、新規部品の検討
 – 改造に関するコンサルティング

たゆまない多方面の挑戦
ASKのスタッフは、最初のご連絡から始まり、見積
り、作業実施から、請求書発行、お支払いに至るまで、
お客様をサポートします。その過程には対応すべき
項目が数限りなくありますので、幅広い専門知識が
必要です。

中でも迅速な対応と手配が最も重要なものの１つ
です。ASKに問題か質問の連絡をいただいた場合、
担当のスタッフは、Hatebur内の技術のスペシャリ
スト部門、スペアパーツ部、あるいはサービスエン
ジニアに連絡します。そして、生産中断を最低限度
に抑えるために、お客様ごとのソリューションを共同
で検討します。

毎週行われる定例ミーティングでは、数々の特殊なケースが議題になります。 

左から右へ：トマス・フライエルムート、マティアス・プリシュル、トマス・ロスト、ウエリ・ヴェンゲル、 

ペトラ・ヘルプリンク、オリファー・ボルゴルテ、シュテファン・ビューラー、ハンスヨルク・ゲッパート（課長）
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その内容は、小さな重要パーツ1個を納品すること
で対応できることもあれば、大規模なオーバーホー
ルの場合には、組織の見直しと6ヶ月以上のスタッ
フ再教育に及ぶこともあります。

予防保全としての年次点検
ASKは、予防保全としての年次点検を提供していま
す。年次点検を設備の停止期間中に実施することで、
生産の中断時間を最短に抑えることができます。そ
のため、オーバーホールでは設備据付工による週1
回、それ以外の大規模作業の場合には、Hatebur
のプロジェクト部門によるのミーティングを行います。

そのほか、整備用の新製品、技術改良点や変更点、
アフターマーケット装備の手段や方策、改善箇所 

など、お客様のマシンに合わせた情報をASKのス
タッフからお知らせします。ESA 600による改造の
減価償却が終了する時期など、折衝前に投資額を精
密に計算してお客様に提示することも重要な仕事の
ひとつです。計算の基礎データに基づいて、節減で
きる材料の金額を見積もり、評価することも可能です。

世界規模のコミュニケーションに言葉の境界はありま
せん
欧州のお客様からは、ASKのスタッフへ直接連絡
いただいております。国際的な取引の処理を担当す
るのは、中国と日本Hateburの子会社、あるいは代
理店です。言葉と文化の面では、トラブルを回避す
るための体制を組み、代理店や子会社のスタッフと
もに継続的にトレーニングを受けることで、高度の
専門知識を持ってお客様に対応しています。

1959年製のBKA 1、製造No.009を前にする星巌 

（ハテバージャパン株式会社）とシャック・ハンギ。 

このマシンは、日本のお客様の元で現役を引退した後、 

引き取られてHateburに帰還を果たし、ライナッハの 

本社に展示されます。
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夜間や週末など営業時間外にHatebur宛にいただ
いたお電話は、担当者の携帯電話へ転送されます。
当番のASKスタッフが折り返しお電話を差し上げ、
応急の処置手順をお伝えしたり、その後短時間で、
必要作業の手配にかかるといった対応が可能です。

ASKスタッフによる出張
カスタマーサービス部門では、定期的に現地でお
客様の事業所に伺って、注文や要望をお聞きできる
よう、お客様とのより密接なコミュニケーションを心
がけています。また、大規模な見本市や展示会でも、
Hateburが出展していないことはありません。

世界各地への出張が多く、そのために飛行機のチ
ケットの予約をはじめ、多種多様な手配が必要です
（ビザの取得、ホテルやレンタカーの予約、手配な
ど）。これらすべての作業は、ASK部門の事務局が
行います。

アフターセールス・カスタマーサービスは、有能、
迅速、簡潔明瞭を旨として、お客様の満足のために
一丸となって努力しています。

次回出張の大旅行を準備中のペトラ・ヘルプリンクとウエリ・ヴェンゲル
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最新の成形プレス荷重モニター（PLM） ━ 熱間フォーマー専用

 クリスティーネ・シュタイナー    Hatebur

ライナッハでは、許容プレス荷重を超えた場合もその超過状態が続かないよう配慮して、熱間フォーマーを製造しています。成形プ
レス荷重モニター（PLM）は、そのための最新技術です。Hateburのマシンを操作するオペレーターは操作盤ディスプレイの情
報を基に、簡単な方法で損傷を回避できます。

全自動で、バー材から精密鍛造部品を製造する性能
に、HateburのHotmatic熱間フォーマーの真価
が現われます。その精度と柔軟性、他の追随を許さ
ない高いスループットが、抜群の低コスト生産を可
能にします。

千差万別の成形プレス荷重
成形プレス荷重はマシンごとに異なり、製造部品の
規模とサイズで決まります。最も小型のAMP 20 S
の900 kNから、Hatebur最大の熱間フォーマー
HM 75 XLの20'000 kNにまで様々です。

マシンが確実に、長年にわたって、精度よく生産で
きるよう、過大な負荷は控えなければなりません。
そのため、Hateburは、最新技術を生かした熱間
フォーマー用成形プレス荷重モニター PLMを用意
しています。

このモニターは、システムと組立て、運転立ち上げ、
さらにはキャリブレーションに至るノウハウを活用
いただくため、2009年に自社製品として開発した
ものです。

操作盤に組み込まれた 

成形プレス荷重モニターの 

ディスプレイによって、表示を 

見ながらの制御が可能です。 

写真はAMP 30の操作盤一部。

左側に見えるのが 

PLMのモニターです。
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安全を確保した操業
マシンを稼動させる中で、設備上、許容されるプレ
ス荷重を超えることがあっても、その状態が長時間
続かないよう、このモニター機能によって防止でき
ます。つまり、PLMが各ストロークをチェックし、マ
シンにかかる荷重のモニターとマシン制御間の信
号パルスの確実な伝達を保証します。この信号が途
絶えると、マシンは停止します。測定の信号処理フ
ローで発生したエラーや、動作を停止したコンポー
ネントを検知し、即座に漏れなく行えるようになり
ます。モニターの対象となるのは複数の限度値です。
値が指定した範囲を超えたときには、マシンを自動
で停止させます。

利便性の高い制御
操作盤には、ビジュアル表示のディスプレイが組み
込まれ、通知メッセージでオペレータに情報を伝え
ます。工程メッセージに振られた番号で、メッセー
ジの内容が情報、警告、異常のいずれであるのかが

わかります。測定値は、解析ユニットで継続的に保
存され、品質管理のため、あるいは各種の分析に利
用できます。オペレータが得る制御は、より確実、よ
り利便性の高いものになります。

詳細は、HATEBURにお尋ねください
Hateburは、マシンにかかる過大な荷重を防ぐた
め、購入いただく熱間フォーマーごとに、成形プレ
ス荷重モニターの取り付けをお勧めしています。稼
働中のマシンにも後付けが可能です。Hatebur製
品を紹介する冊子をご注文ください。あるいは、詳
細な仕様をお伝えしますので、Hateburカスター
サービスへ直接、ご連絡いただいても結構です。

マシン本体に取り付けた荷重センサー。AMP 30 Sの例。 PLMのキャリブレーション目的で、油圧シリンダーにより、マシン本体に 

定格の成形プレス荷重を作用させています。AMP 70の例。
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改造したAMP 30 Sは、1968年より稼動している
ものです。改造作業は、Hotmaticで実装された、
大きな改良と数点の改変を加える過程で進めました。

数年前には、マシン本体を通り、加工を終えた部品
を終点手前で側面に取り出すための構造変更を行
い、ヒーターを一新しています。新しい取り出し構造
は、落下によるダメージを低減させ、冷却水との接
触を減らします。その他の改良や変更は以下の通り
です。

 – 強化型トランスファーの取り付け（高ストローク
数でも正確に位置決めでき、生産時のトラブルを
低減）

 – プレスコントローラの新品交換
 – Simatic S7-300によるシーケンサ制御。新型操
作盤へのSimaticタッチパネル組み込み

 – インターロックのコントローラデバイスPilz-
PNOZmultiの追加装備。タッチパネル同様、
Profinetバス経由でシーケンサと通信。必要性や
妥当性が確認できた箇所に、電気配線の施工を
実施。

 – 最新バージョンESA-600のへの改造 
（プログラマブル自動制御システムMSX-Box）
 – 誘導型ヒーターシステム

ライナッハ研修・試験センターの新顔 ━  
HATEBUR HOTMATIC AMP 30 S

 パトリック・シュテメリン    クリスティーネ・シュタイナー

スイス、ライナッハのHatebur研修・試験センターには、4基のマシンが設置されています。冷間フォーマー Coldmatic 
AKP 3-5とAKP 4-6 S、熱間フォーマー Hotmatic AMP 20 SとAMP 30 Sです。最も古いマシンは改造が終わり、標準
デザインに沿って塗装が一新されています。

AMP 30は、動作に 

かかわる部分のほか、

塗装も再デビューに 

向けて準備中です。
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スイス、ライナッハのHatebur研修・試験センターには、4基のマシンが設置されています。冷間フォーマー Coldmatic 
AKP 3-5とAKP 4-6 S、熱間フォーマー Hotmatic AMP 20 SとAMP 30 Sです。最も古いマシンは改造が終わり、標準
デザインに沿って塗装が一新されています。

AMP 30は、動作に 

かかわる部分のほか、

塗装も再デビューに 

向けて準備中です。

ライナッハでは、4基あるマシンを利用して、お客様
の依頼によるもののほか、マシン導入のプロジェク
トに際しても材料試験や、小規模の生産運転を行い
ます。技術開発部では、本社の研究開発部門と協力
し、試作の試験にこれらのマシンを利用しています。 
また、新しい技術コンセプトや、生産の実演として

稼動することもあります。マシン動作に必要な部分
に広範囲のオーバーホールを行い、再デビューにふ
さわしい塗装を施して、数々の課題に対応していき
ます。

クランクシャフト、フライホイール、クラッチ ライナッハにてオーバーホールを終え、カラーリングを一新したAMP 30 S

AMP 30 Sの操作パネル。 

オペレータの操作が 

スピーディーになります。
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ブラジルでの動き

ブラジルのポルト・アレグレでは、第33回国際
鍛造会議Senafor（10月9日～ 11日）に際して、
Hateburの展示会ブースへブラジル国内から数多
くの来場者を迎え、熱間および冷間フォーマーにつ
いてご相談をいただきました。

HATEBURのブースへお立ち寄りください

 ドイツ

2014年には、線材、ケーブル、管材の国際産業見
本市WIREが、4月7日から11日の間デュッセル
ドルフで再び開催されます。その会場にHatebur
はブースを設けて、最新マシンを披露する予定で
す。スイスからのニュースと、最新マシンの初披露
となる見本市ならではのイベントにご期待ください！ 
皆様のご来場を心待ちにしております。

見本市・展示会／イベント
日本での動き

発足してまだ日が浅い見本市「プレス・板金・フォーマー展」（MF-Tokyo 2013）が7月
24日から27日の間東京で催されました。2011年に誕生したこの見本市は、今回が2回
目の開催です。2年前は、初回ながら150に届こうという出展者が集い、来場者数もほぼ
30'000を数え、850を上回るブースで金属の成形に関する情報が交換されました。今年
の見本市では、ハテバージャパン株式会社が自社専用ブースを出展。多くの来場者を迎え
ることができました。

中国での動き

去る9月24日より27日、第十四回中国国際鍛造展覧会（ChinaForge Fair 2013）
が中国国際金属成形展覧会（MetalForm China 2013）と並行して開催されました。
Hateburの中国における現地法人、Hatebur（Shanghai）Technology Co. Ltd.は、
今回も自社専用のブースにお客様やHateburに関心をお持ちの方々にご来場いただき、
コミュニケーションの幅を広げることができました。


